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はじめに

　法規担当は、多くの業務を担当します。例規審査に始まり、議会対応、
法令相談、行政手続・行政不服審査、情報公開・個人情報保護、文書事
務などです。慣れるまでは、本当に大変だと思います。そこで本書は、
主に法規担当経験の浅い方に向けて、実務のポイントをお伝えします。
　筆者に法規担当への異動が内示されたとき、生活保護ケースワーカー
という別の畑から異動する自分に務まるのか、不安がありました。
　大きな不安からスタートした法規担当時代、初めは失敗の連続でした。
例規審査で間違った修正を指示したり、法令相談では誤った解釈を伝え
たりすることもありました。失敗しながらも、良き上司・良き先輩方に
恵まれ、また研修などをきっかけに知り合った研究者や他自治体の法規
担当者からも多くを学ばせていただき、何とか務めることができました。
　本書には、その失敗を乗り越えて得たノウハウを詰め込んでいます。
保
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市という架空の自治体の法規担当 2年目の伯
ほ う き

耆主事を主人公にし
て、失敗事例を通じ、例規審査などに必要な知識や考え方を解説してい
ます。法規担当の実務でよくある事例をテーマにしました。
　法規担当の仕事は、苦しいこともある反面、様々なことに挑戦できる
やりがいのある仕事です。私も情報公開条例の改正や行政リーガルドッ
クなど業務改善の実施、政策法務推進体制の見直しなど、様々な取組を
通じて多くのものを得ることができました。皆さんにもぜひこのやりが
いを感じてほしいと願っています。
　また、新型コロナウイルス感染症の流行によって、自治体行政を取り
巻く環境は、ますます厳しくなっています。通常業務に加え、他部署へ
の応援などで原課の職員は疲れ切っています。こんな時だからこそ、“縁
の下の力持ち”である法規担当の役割は、一層重要になってきています。
　本書がそんな法規担当の皆さんに少しでもお役に立てば、幸甚です。
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10 第１章　例規審査・例規立案のポイント……11

基本は「法制的視点」からの審査

　原課から条例改正の相談があったとき、法規担当は、行政的視点、財
政的視点、政策的視点など、様々な視点から審査をしますが、何といっ
ても基本は、法制的視点からの審査です。それは、条例改正に不慣れな
原課が、法規担当に最も期待していることだからです。
　この事例の失敗の原因は、基本である法制的視点をおろそかにした点
にあります。基本的な失敗を繰り返すと、法規担当の信用が低下してし
まうので、「改める」「加わる」「削る」などの改正規定を習熟し、簡単
なミスをしないように留意しましょう。

初歩的なミスを見落とさない

　そのほかよくある初歩的ミスとしては、改正対象部分の引用不足があ
ります。 1 つの独立した意味をもつ言葉は、その全部を引用する必要が
あります（『法制執務詳解 新版Ⅲ』石毛正純、ぎょうせい）が、「20歳」
を「18歳」に変更したいときに、「『20』を『18』に改める」と、「歳」
などの単位を忘れてしまう事例が見られます。また、例規改正に不慣れ
な職員が、「第○条第△号を次のとおり改める」と、うっかり見落とし
そうな案文を作成してきたことがありました。基本的なことに細心の注
意を払いましょう。
　それから、条項を移動した際に、当該条項を引用している条文の改正
が漏れてしまうこともよくあります。その条例の中はもちろん、施行規
則などの引用にずれが生じないていないか、よく審査するようにしまし
ょう。

 条例改正の相談で基本をおろそかにした

　伯
ほ う き

耆主事も法規担当 2年目になり、法規の仕事にも慣れ、それなりに自信

も付いてきました。しかし、少し気の緩みもあり、 6月議会に提案した条例

の一部改正案の改正規定を「～に改め、～に改める」と重複して入れてしまい、

議案を修正することになってしまいました。

 丁寧に見れば防げたミスがある

この事例は、上記の改正について、
　第 6条中「市長」を「管理者」に、「減免し」を「減額し、若しくは
免除し」に改める。

　としなければならないところ、
　第 6条中「市長」を「管理者」に改め、「減免し」を「減額し、若し
くは免除し」に改める。

　と本来必要のない改正規定（「改め」）があり、重複しているのを見落
としたまま、議会に提案してしまったというものです。

失敗事例

事例解説

ポイント

◉例規審査に臨むとき、基本を大切にするのが法規担当の術！
◉地味かもしれないが、改正規定のルールを習熟しよう！

1 例規審査は基本が大切
▶法規担当の仕事術



12 第１章　例規審査・例規立案のポイント……13

府令・省令を鵜呑みにしてはならない

　基準省令や準則の存在を否定するわけではありませんが、用字用語な
どその内容に誤りがあり、条例の制定や改正に影響が出るケースが起き
ています。最近では、幼児教育・保育の無償化に係る内閣府令に、市町
村条例に引用される部分を含む96か所の誤りがあったことが記憶に新し
いですが、この原因については「作成過程において、十分な確認が行わ
れなかったことにより生じた」（「幼児教育・保育の無償化に係る内閣府
令の誤りに関する質問主意書に対する政府答弁書」）とされています。
　府令や省令は、法律・政令のように内閣法制局の審査を受けているわ
けではありませんので、鵜呑みするのは禁物です。

参考にするときは十分な確認を

　上記の幼児教育・保育の無償化に係る内閣府令のミスは、自治体から
の指摘によって分かったものですが、誤字脱字など初歩的なもので、複
数回、複数人で確認していれば、防げたのではないでしょうか。自治体
においては、単にコピーするのではなく、用字用語や句読点の使い方な
ど法制執務上の審査・確認をしっかりする必要があるでしょう。
　原課はともかく法規担当が「国が示したものだから間違いない。大丈
夫だろう」と、無批判に基準省令や準則を受け入れてしまう「思考停止
状態」に陥ってはいけません。これらを基に制定した条例に誤りがあり、
住民に不利益が生じてしまったときに、責任を取るのは自治体です。こ
のことを自覚し、法規担当としての役目を十分に果たしましょう。

 省令をコピーしたら思わぬ落とし穴が…

　 9月議会に国から提示された「基準省令」をそのまま書き写した条例案を

議案として提出しました。伯耆主事は、「省令どおりなので、特に問題ないだ

ろう」と考えていました。しかし、法制執務に詳しい議員から「条例案に誤

りがある」と指摘があり、最終的に条例案を撤回することになってしまいま

した。

 コピーした条文を審査せずに起きたミス
　国から自治体に許認可等の権限が委譲される場合に、条例に規定する
内容についての基準が示されます。省令として示されることが多いため
「基準省令」と呼ばれ、例えば、放課後児童健全育成事業の設備及び運
営に関する基準（平成26年厚生労働省令第63号）が挙げられます。また、
税制改正や人事院勧告を受けて、市町村税条例や給与条例など、全国統
一的に改正が必要な場合に、国や県から準則が示されることがあります。
　基準省令や準則が示されることで、自治体ではそれを参考にして、条
例の制定や改正作業をスムーズに進められるという利点があります。し
かし、基準省令や準則の中には、法制執務のルールを踏まえていないも
のや、「及び」「並びに」「又は」「若しくは」など用字用語の使い方に疑
問を感じるものもあり、全幅の信頼を置くのは危険です。
　この事例の失敗は、「国が示した基準省令だから、大丈夫だろう」と
考え、十分な審査をしなかったために、起きてしまいました。

失敗事例

事例解説

ポイント

◉基準省令・準則を鵜呑みにするのは禁物！　用字用語も
◉基準省令・準則を参考にするときは十分確認しよう！

2 基準省令を鵜呑みにするな
▶例規審査・例規立案の心構え


